
標津町教育委員会からの依頼を受け、1月26日、標津小
学校６年生の総合的な学習の時間に、当署職員を派遣して、
森林管理署の仕事についてお話しました。

標津小学校では「自他のよさを見つめ、夢や希望を実現
するために果敢に取り組む子どもを育てる」というキャリ
ア教育の目標を掲げており、その一環として、様々な分野
で働いている方々の話を聞くことで、働くことの大切さや
意義を学ぶということでした。

森林管理署の仕事は、子ども達にはあまり馴染みがな
かったようでしたが、これをきっかけに、森林・林業に関
わる仕事に関心を持ってもらえるとうれしいです！

小学６年生のキャリア学習に講師を派遣しました
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チュプカの森から

知床では、世界自然遺産への登録以降、海域生態系と陸
域生態系を結びつける役割を果たしているサケが川を遡上
できるようにするため、治山ダムの改良が進められていま
す。羅臼町内のオッカバケ川については、２基ある国有林
治山ダムのうち上流側ダムの切下げが終わり、下流側ダム
を今後どのように改良するかの検討を行っています。

1月17日、地域住民や漁業者に現状を説明し、意見をお聞
きするための説明会を開催しました。いただいた意見は、1
月27日に開催された有識者会議（河川工作物アドバイザー
会議）に報告しました。

引き続き、地元の意見を聞き、有識者の助言を得ながら、
サケが遡れる川づくりに取り組んでいきます。

※ チュプカ（cup-ka）とは、アイヌ語で「日の出る方角」「東」という意味です。

知床オッカバケ川の治山ダム改良の説明会を開きました

令和４年 ２月

説明会での意見交換

有識者会議にWEBで参加する
森林管理局メンバー

野外を駆け回る仕事は
おもしろいよ！

季節の話題

根室海峡に流氷がやってきました！（国有林の話
ではないですが。）

流氷といえばオホーツク海が有名ですが、知床岬
を回った根室海峡にもやってきます。接岸した氷が
ギシギシと音を立てているのは、一見一聞の価値が
あります。

2月16日、野付半島にて
（背景の知床連山（写真で分かる

かどうか）は国有林です）

現場での調査スタイル
かっこいいかな？


